





















額は，前年比 97.7％の 4,699 億円で 6 年連続の減少となった（図 1）．そのような状況にもかかわ
らず，青年誌を中心に活躍するマンガ家・浦沢直樹は「1 億冊のマンガを売った男」（布施 2007; 
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Ⅰ．生い立ち
少年期
浦沢直樹は 1960 年 1 月 2 日東京都府中市に生まれた（略歴は表 2）．浦沢が生まれると同時に両
親は別居し，物心ついたときには世田谷の駄菓子屋に母子で暮らしていた．幼稚園に行くこともな






出所：『出版月報』2007 年 2 月号，p. 5『出版指標年報 2008』p. 219 より作成）
表 1　コミックス売れ行き良好書・青年（男性）向け（2007）
作品名 作者 出版社 掲載誌 年内新刊累計刷部数
バガボンド 吉川英治・井上雄彦 講談社 週刊モーニング 120
REAL 井上雄彦 集英社 週刊ヤングジャンプ 103
PLUTO 手塚治虫・浦沢直樹 小学館 ビッグコミックオリジナル 100
21 世紀少年 浦沢直樹 小学館 ビッグコミックスピリッツ 74
働きマン 安野モヨコ 講談社 週刊モーニング 72
出所：『出版指標年報 2008』p. 231 より作成 .
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表 2　浦沢直樹プロフィール
1960 1 月 2 日東京都府中市生まれ．
1978 明星大学経済学部在学中はマンガ執筆とバンド活動に熱中する．
1982 第 9 回小学館新人コミック大賞（一般部門）入選『Return』
1983 小学館『別冊ビックコミック　ゴルゴ 13』の『BETA!』でデビュー．小学館のアウトドア雑誌
『BE-PAL』で，アウトドアのレクチャーコミックを連載．原作は同編集部．
1985 『ビックコミックオリジナル』（月 2 回刊）で『パイナップル ARMY』（原作・工藤かずや）連載開
始（1988 年まで）．出世作となる．
1986 『ビッグコミックスピリッツ』で『YAWARA!』連載開始（1993 年まで）．1987 年 4 月に単行本第 1
巻が出版されて以来，全 29 巻の最長作品となる．『パイナップル ARMY』も連載しており，以後，
「月 2 回＋週刊」という驚異的なペースでの作品発表が続く．
1987 初の短編集『踊る警官　DANCING POLICEMAN』刊
1988 『浦沢直樹短編集 N・A・S・A』刊（全 12 話）
『ビックコミックオリジナル』で『MASTER キートン』（原作・勝鹿北星）連載開始（1994 年まで）．
1989 第 35 回小学館漫画賞『YAWARA!』
『YAWARA!』テレビアニメ化される．（読売テレビ 1989 年 10 月から 1992 年 9 月）







1997 第 1 回文化庁メディア芸術祭マンガ部門優秀賞『MONSTER』




2001 第 46 回小学館漫画賞『MONSTER』（一般向け部門）
第 25 回講談社漫画賞『20 世紀少年』（一般部門）
2002 第 6 回文化庁メディア芸術祭マンガ部門優秀賞『20 世紀少年』
2003 第 48 回小学館漫画賞『20 世紀少年』（一般向け部門）
アングレーム国際漫画祭（フランス）最優秀長編賞『20 世紀少年』
『PLUTO』連載開始（2005 年まで）
2004 『MONSTER』テレビアニメ化（日本テレビ　2004 年から 2005 年）




2007 『21 世紀少年』として再開．短編『月に向かって投げろ !』発表．
2008 4 月名古屋造形大学先端表現コース・マンガクラス客員教授
出所：斎藤（2006）に加筆して作成．
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として，浦沢の創造の源泉は，周りの敵意や悪意の気配に対する復讐といった心の闇にあるという．
（山下 2006, p. 22–24.）
このような負のエネルギーに駆り立てられながら，驚異的な仕事量をデビュー以来続けている浦沢
だが，行き場のない闇を描くのではなく，社会全体の「世界のモラル」の範囲の中で，「みんなが




















（EarthDreaming 2005; NHK 出版 2007: 浦沢 2005; 浦沢，宮本 2006）．



















画をやってもいいかと聞いたら，『おう，いいんじゃねえか』って（浦沢  2005, p. 171）」
小学館に原稿を持ち込んだ際の編集長林洋一郎（故人）は，周囲の反対を押し切って「俺は絶対お
まえを使い続ける」と浦沢を励ましてくれた人であり，また浦沢の 20 年来の盟友である長﨑尚志
のマンガ編集上の師匠でもあった．浦沢にとって幸運な出会いだったのである（根岸 1989; 夏目 
2005; 浦沢 2005）．






した」（浦沢 2005, p. 171）
4） 小学館発行の漫画雑誌．1972 年創刊．月 2 回（毎月 5 日・20 日）発行．長期連載を多く抱えている．
5） 小学館が発行する週刊の漫画雑誌である．ジャンルは青年漫画．1980 年 10 月創刊．創刊当初は月刊（毎





うことになった（浦沢，長﨑 2006, p. 6）．






































1985 年，初めてのコミック誌における定期連載であった『パイナップル ARMY』 12）がヒットし
た浦沢であったが，次の一手を探していた．当時まだ人気があったラブコメディ 13）を手がける気
になれなかったのは，「ラブコメ（＝ラブコメディ）に出てくるような優柔不断な男には「バカヤ
ロー！」って思ってましたから．（根岸 1989, p. 159）」という理由である．また，女の子を描くの
は下手だとも思っていた．編集担当者との打ち合わせも行き詰まってきたときに，スポーツもので








思いましたね．」（山下 2006, p. 21）「笑わせているつもりなのに，ってのがありましたよね．でも
雑誌の柱になっちゃった．つらかったけど，自分のまいた種だし．中盤以降は僕も，お茶の間に届
けっ！（笑）って思うようになりました．」（夏目 2005, p. 91）




11） 1986 年から 1993 年『ビッグコミックスピリッツ』で連載．幅広い支持を受けた国民的マンガ．女子柔道
ブームを巻き起こした．女子柔道の谷亮子（旧姓・田村）選手のニックネームにもなった．




14） 1994 年から 1999 年まで『ビッグコミックスピリッツ』で連載．兄の借金返済のためプロテニスプレーヤー
の道を進む美少女のスポ根（スポーツ根性もの）コメディ．














して練り上げる．浦沢の場合，連載 1 エピソードの 1 週間は，デビュー当時からの編集者である長
崎尚志との打ち合わせから始まる．集団での創作は必ずしも生産性が高くないという指摘もあるが
（Nijstad, Stroebe, and Lodewijkx 2006），二人の場合は，それぞれがプロット（あらすじ）を考え，
ぶつけ合う中からストーリーが産み出される．打ち合わせが終わると，マンガ家にとって最大の試






（NHK 出版 2007; NHK 総合 2007a）．
以上のようなプロットから最終原稿までのプロセスを作品ごとに繰り返すのであるが，連載マンガ
の仕事が過酷なことはよく知られている．過労のため入院という作家は何人もいるが（川又 
15） 1994 年から 2001 年まで『ビッグコミックオリジナル』で連載．天才的日本人外科医 Dr. テンマと猟奇的
殺人を繰り返すヨハンのサイコスリラー．単行本は累計 2,000 万部以上を売り上げた．
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2005），浦沢も 2006 年 4 月に連載を中断したことがある．月 6 回の締め切り（連載 4 回，隔週 2 回，
月産 130 ページ）を 20 年続けた結果，マンガを描く際に体重がかかる左肩が脱臼して連載継続不
可能になったのが理由である．治療をする整体師によれば，スポーツ選手なら引退するところだと





ているが，浦沢自身も「僕らの世代にオリジナルなんてない」（夏目 2005, p. 93）「物語が生まれる
ときって，たまたま僕が生み出したっていうより，「あ，みっけた」っていう発見者の喜びなんです．
発明者ではなく，発見者．」（山下 2006, p. 24）と述べている．
「創作とは発見である」という考え方は，創造的アイデアを生成するためには既存の知識ベースを




































よね（宮部 , 浦沢 2004, p. 71）」と述べているように，アイデア生成の際に一切メモを使わず脳内で
考えている．特にかれの場合，小説でも頭の中で画像化しないと読めないと語っているので（宮部，

















































































（浦沢，宮本 2006, p. 105）「僕はもう完全に，自分の中にもう一人の自分がいて，そいつが「描け」っ
て命令するからやってる．マンガ家である自分とは別に，プロデューサーである自分がいて，そい
つが浦沢というマンガ家を使って何が出来るのか勝手に企画を立てて「これをやるべきだ，やれ」っ
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Preliminary Research on Manga Content Development: A Case of Urasawa Naoki
Keiko KAWAMATA
ABSTRACT
This article is a preliminary research on manga content development of Urasawa Naoki, one of the 
most influential manga authors in Japan. After briefly describing Urasawa’s profile, characteristics of his 
manga creation and co-production with Nagasaki Takashi, an independent manga editor are discussed.
